
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































。 蝋｡ ９ 八
』
Ｕ
⑥に固定 .①が中央に入ったところで、
網を張り､⑥の集魚灯を点灯
・点灯後､①は集魚灯を切り
網の外へ出て、網内の魚を
生賛へ移す
④
①の集魚灯にて再集魚し
移動
･移動後､②､③､⑤､⑥を
四方に網を張る
⑤ 蕊;！
図２四艘張網漁の操業過程
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集
魚
は
ま
ず
日
没
前
に
各
船
配
置
に
就
き
、
日
没
と
同
時
に
集
魚
灯
を
灯
す
。
そ
の
後
は
集
魚
灯
に
魚
が
蛸
集
す
る
ま
で
待
機
す
る
。
操
業
は
集
魚
灯
の
効
果
が
得
ら
れ
る
夜
間
と
な
る
。
四
艘
張
網
漁
で
は
、
集
魚
灯
で
集
め
た
魚
を
網
に
誘
導
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
潮
止
ま
り
の
時
で
あ
る
。
潮
止
ま
り
と
は
、
満
潮
か
ら
干
潮
、
も
し
く
は
干
潮
か
ら
満
潮
に
移
行
す
る
際
に
一
時
的
に
潮
流
が
止
ま
る
、
も
し
く
は
弱
ま
っ
た
状
態
の
こ
と
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
潮
位
の
周
期
か
ら
一
日
の
操
業
で
二
回
ほ
ど
網
へ
誘
導
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
潮
止
ま
り
を
狙
っ
て
網
へ
誘
導
す
る
の
は
、
誘
導
す
る
魚
種
が
小
型
で
あ
る
た
め
、
潮
流
が
強
い
と
思
う
よ
う
に
網
へ
誘
導
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
船
員
の
判
断
で
潮
流
が
弱
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
潮
止
ま
り
と
は
関
係
な
く
集
魚
し
た
魚
を
網
へ
誘
導
す
る
こ
と
も
あ
る
。
網
へ
の
誘
導
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
船
に
合
図
が
出
さ
れ
、
網
へ
の
誘
導
へ
と
移
行
す
る
。
ま
ず
、
八
○
○
ワ
ッ
ト
の
集
魚
灯
を
後
方
か
ら
右
舷
に
誘
導
す
る
。
そ
の
後
、
母
船
よ
り
三
○
○
こ
の
漁
法
は
沖
縄
県
内
で
は
本
部
町
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
（
沖
縄
県
水
産
試
験
場
一
九
八
六
）
。
図
２
は
四
艘
張
網
漁
の
操
業
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
艘
張
網
漁
で
は
、
一
五
人
前
後
の
船
員
が
五
艘
の
船
に
分
乗
す
る
。
五
艘
の
船
の
う
ち
、
一
艘
は
発
電
機
な
ど
を
積
ん
だ
母
船
で
、
八
○
○
ワ
ッ
ト
の
集
魚
灯
を
用
い
て
集
魚
を
行
う
。
こ
の
時
の
集
魚
位
置
は
船
体
後
方
と
な
る
。
二
艘
は
母
船
か
ら
電
源
が
供
給
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
五
○
○
ワ
ッ
ト
の
集
魚
灯
に
よ
る
集
魚
を
行
う
が
、
こ
ち
ら
は
二
艘
が
離
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
、
特
に
集
魚
位
置
は
決
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
電源ケーブルの長さの関係で、母船後方より三○○メートル以内で集魚を行う。残りの一一艘は待機と
なる。
沖縄本島北部地域における近海カツオ一本釣漁船団の退船過程291
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ワ
ッ
ト
の
集
魚
灯
に
切
り
替
え
、
魚
を
移
動
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
五
○
○
ワ
ッ
ト
の
集
魚
灯
の
二
艘
も
母
船
の
集
魚
灯
に
一
時
的
に
魚
を
移
動
さ
せ
る
。
｜
艘
の
船
は
一
時
的
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
。
次
に
、
五
○
○
ワ
ッ
ト
の
集
魚
灯
に
再
度
、
魚
を
移
動
さ
せ
、
母
船
よ
り
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
後
方
へ
移
動
す
る
。
そ
の
間
に
、
残
り
の
四
艘
の
船
は
四
方
に
広
が
り
、
網
を
張
る
。
最
後
に
四
方
に
張
っ
た
網
の
中
心
へ
五
○
○
ワ
ッ
ト
の
集
魚
灯
に
蛸
集
し
た
魚
を
誘
導
し
、
集
魚
灯
の
電
源
を
切
っ
た
後
、
船
は
網
の
外
へ
退
避
し
て
、
｜
回
の
操
業
が
終
了
す
る
。
な
お
、
採
捕
し
た
魚
は
海
上
に設置された生寶に移動、保管し、次の操業が始まる。生寶は一一間半（約一一一・三メートル）四方の大
き
さ
で
、
一
つ
の
生
寶
に
約
一
三
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
分
の
餌
料
が
入
る
。
こ
の
漁
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
カ
ツ
オ
釣
獲
と
比
較
し
て
労
働
負
担
が
軽
い
点
に
あ
る
（
吉
村
二
○
○
九
）
。
集
魚
灯
を
点
灯
さ
せ
、
あ
と
は
待
機
す
る
だ
け
の
漁
法
で
、
大
き
な
労
働
負
担
は
網
を
張
る
作
業
だ
が
、
一
五
人
ほ
ど
で
行
う
た
め
に
、
一
人
当
た
り
に
感
じ
る
体
力
的
な
負
担
は
軽
い
。
同
様
の
漁
法
が
奄
美
大
島
で
は
三
人
で
行
わ
れ
て
い
た
（
吉
村二○○八）。餌料採捕班の年齢構成が比較的高齢者で占められていたのは、体力的負担が軽く、高
齢
の
船
員
で
も
従
事
可
能
な
操
業
形
式
に
起
因
す
る
。
｜
方
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
気
象
条
件
に
き
わ
め
て
左
右
さ
れ
や
す
い
と
い
う
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
四
艘
張
網
漁
は
、
前
述
の
よ
う
に
集
魚
灯
を
用
い
る
漁
法
で
あ
る
た
め
に
、
集
魚
灯
の
効
果
を
最
大
限
に
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
月
夜
や
、
雨
天
後
の
土
砂
流
入
な
ど
に
よ
っ
て
海
が
濁
っ
て
し
ま
う
と
、
操
業
が
規
制
さ
れ
て
し
ま
う
。
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（１）漁場の縮小
図
３
は
漁
業
日
誌
中
に
示
さ
れ
て
い
た
漁
場
名
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
○
○
○
年
以
用
丸
で
は
餌
料
採
捕
に
二
七
箇
所
の
漁
場
を
利
用
し
て
き
た
。
二
七
箇
所
の
漁
場
の
う
ち
、
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
魁鰹毫 l圏
園謝也恩
トノ
増ﾑー
ハー
Ⅳ
、
徳
用
丸
を
め
ぐ
る
餌
料
採
捕
環
境
の
変
化
量Ｐ
崖塵
『
】
１１？
である。一一○○○年以降、徳離
うち、八一パーセントにあた酬の
列る二一箇所の漁場が細
り離運天・羽地内海一帯鍬
場鬮を漁場群とする本部誠
と
漁
半
オ
辨諦計鴻“郡窪川７昨蘂》
る
の天リァが中、心的な漁場別
鰄舸であることがわか駒
一一地
３駆る。本部半島北部エ郷
１
図辨リアの他には、徳用鵡
本隣丸の母港である渡久燗
上く
地
港
周
辺
海
域
が
四
箇
麺
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所
（
本
部
半
島
西
部
エ
リ
ア
）
、
そ
れ
と
名
護
湾
（
本
部
半
島
南
部
エ
リ
ア
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
二
つ
の
漁
場
群
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
名
護
湾
は
前
述
の
よ
う
に
、
ミ
ー
ニ
シ
に
よ
っ
て
、
本
部
半
島
北
部
エ
リ
ア
で
の
操
業
が
困
難
に
な
っ
た
際
に
利
用
す
る
漁
場
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
必
ず
し
も
毎
年
利
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
部
半
島
西
部
エ
リ
ア
も
近
年
で
は
似
た
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
本部半島北部エリアでは、下運天とシー小前の二箇所の漁場が二○○○年～一一○’○年平均で最も
多
く
利
用
さ
れ
て
き
た
漁
場
で
あ
る
。
地
理
的
に
こ
れ
ら
の
漁
場
は
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
下
運
天
と
シ
ー
小
前
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
他
の
漁
場
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
○
年
か
ら
二
○
’
○
年
に
か
け
て
の
個
別
の
漁
場
霧
蝋||鰯
/Ｉ
2008年以降における徳用丸の餌料採捕
漁場可能エリアおよび規制エリア
図４
い
る
。
二
○
○
○
年
か
ら
二
○
’
○
年
に
か
け
て
の
個
別
の
漁
場
（８）
利
用
率
の
傾
向
を
見
て
も
、
利
用
率
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
は
、
下
運
天
、
愛
楽
園
地
先
、
湧
川
地
先
、
屋
我
地
地
先
の
四
箇
所
で
あ
り
、
他
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
減
少
傾
向
と
な
っ
た
の
は
、
周
辺
漁
業
者
か
ら
の
反
発
に
よ
る
漁
場
規
制
が
挙
げ
ら
れ
る
。
徳
用
丸
の
船
員
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
八
年
頃
よ
り
餌
料
採
捕
用
の
船
に
危
害
が
加
え
ら
れ
た
り
、
網
が
破
か
れ
た
り
す
る
被
害
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
徳
用
丸
の
餌
料
採
捕
で
利
用
さ
れ
る
本
部
半
島
北
部
エ
リ
ア
で
は
、
養
殖
業
や
沿
岸
漁
業
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
294
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ため、同エリアの小魚を大量に採捕する徳用九に対して、同エリアを管轄する羽地漁協、今帰仁漁協
所
属
の
組
合
員
よ
り
資
源
保
護
を
目
的
と
し
て
操
業
の
規
制
を
求
め
る
動
き
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
、
徳
用
丸
、
本
部
漁
協
、
今
帰
仁
漁
協
、
羽
地
漁
協
の
協
議
の
結
果
、
本
部
半
島
北
部
エ
リ
ア
で
の
操
業
エ
リ
ア
が
規
制
さ
れ
た
。
図
４
は
、
本
部
半
島
北
部
エ
リ
ア
に
お
け
る
徳
用
丸
の
操
業
可
能
エ
リ
ア
と
規
制
エ
リ
ア
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
場
場
偏湯果、自由に操業ができる漁場は源河地先、愛楽園地先、
漁
漁
尋
験
氏島
ﾛf」
用丸の操業可能エリアと規制エリアを示したものである。この結雛
編場果、自由に操業ができる漁場は源河地先、愛楽園地先、剛の
微繍シー小前、一別垣地先となった。図中に特に印が付いてい細
川鰍ない漁場は操業が可能であるが、利用については連絡す鍬
馴噸るなどの手続きがある。また、原則として、これらの漁諏
醐細場が利用できるのは四月から十月までと定められてい” オ
水
漁
鵬オる。このように、徳用丸をめぐっては、それまで自由に砿
中
ツ
る
、７力操業できた本部半島北部エリア漁場群において、周辺漁鮒
る
つ」
鮒業者からの反発という社会問題の発生により漁場が規制剛地
眈され、操業の不｛日由ざが顕在化していった。また、時系榔
榔列的に逆になるが、’九七○年代の本部町のカツオ漁船鳩
５団の餌料採捕漁場の利用について見てみる・図５は、糀
図一九七○年代に沖縄県水産試験場が当時、本部漁協に在鉦
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（２）餌料の減少
徳
用
九
を
始
め
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
漁
で
は
生
餌
を
用
い
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
一
般
的
に
イ
ワ
シ
類
が
主
要な餌料として用いられることが多く、徳用九も例外ではなく、イワシ類が用いられる。カツオ漁に
籍
し
て
い
た
カ
ツ
オ
｜
本
釣
漁
船
団
「
第
三
光
徳
丸
」
の
餌
料
採
捕
漁
場
と
徳
用
丸
の
餌
料
採
捕
漁
場
を
地
図
上
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
七
○
年
代
前
半
、
本
部
町
に
は
五
船
団
が
在
籍
し
て
お
り
、
各
船
団
は
こ
こ
に
示
さ
れ
た
漁
場を分散して利用していた。一九七○年当時は二○○○年以降と同様に本部半島北部エリアが主力漁
場
で
あ
っ
た
点
は
変
わ
ら
な
い
が
、
本
部
半
島
西
部
エ
リ
ア
に
も
広
範
な
漁
場
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
一
九
七
○
年
代
か
ら
二
○
○
○
年
代
に
か
け
て
の
漁
場
利
用
の
最
大
の
変
化
は
本
部
半
島
西
部
エ
リ
ア
の
利
用
の
有
無
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
環
境
の
変
化
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
本
部
町
の
西
方
に
位
置
す
る
瀬
底
島
に
は
瀬
底
大
橋
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
潮
流
の
変
化
が
起
き
、
餌
料
と
な
る
魚
が
採
捕
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
渡
久
地
港
の
地
先
に
は
マ
グ
ロ
養
殖
場
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
漁
場
縮
小
に
対
し
て
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
、
本
部
町
沿
岸
部
の
埋
め
立
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
次
節
で
触
れ
る
が
、
徳
用
九
が
用
い
る
カ
ツ
オ
の
餌
料
魚
種
は
サ
ンゴ礁域で生息するものも少なくなく、埋め立てなどによる海洋環境の変化により、漁場そのものは
存
在
し
つ
つ
も
、
餌
料
そ
の
も
の
が
減
少
し
、
徐
々
に
漁
場
と
し
て
成
立
し
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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おいて生餌の獲得はカツオ釣獲の決定要因であり、漁獲量に大きな影響をもたらす。図６は月別の餌
料採捕数とカツオの漁獲数の変化を示したものであるが、餌料魚の漁獲数量の減少とともに、カツオ
の漁獲数量も減少していることがわかる。以下では、具体的に餌料魚種や餌料数がどのような状況に
あったのかを漁業日誌の記載をもとに再構成する。
オ
叩
叩
叩
叩
叩
Ｏ
漁業日誌ではカツオ釣獲で用いた餌料を「杯」という単位で記
ツ
０
５
０
５
０
０
力
８
２
２
１
１
５
０
瞳
二
昌
３
，
９
。
．
―
し
土
、
印
斗
彦
・
一
二
ｆ
心
，
、
唇
ノ
ー
韓
・
；
グ
ド
と
，
》
う
ざ
一
＃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
餌
８
６
４
２
０
８
６
４
２
ノシロ、ドロクイ）、タイクッァー（ミズスルル）が使用式」れて
料 ‐餌料一カツオ
lDiimlI
年2002年2003年2004年2005年2006年2008正2009正２０１０
l
DOOfE2（
載している。これは、餌料を生贄からバケツで移し替えるためだ
が、一杯は約三キログラム換算である。本節では、カツオ採捕班
他が利用した餌料数をもとに、二○○○年以降に使用餌料がどのよ
鱸うに変化したのかを明らかにする。なお、餌料採捕班によって採
鵬捕された餌料魚は生贄に保管されることは既述の通りだが、生寶
鞠に保管した餌料は生命力が強い魚ではないため、多くが死んでし
別年まうことがある。そのため、漁業日誌中に記載された杯数と餌料
剛採捕班が採捕した餌料数とは一致しないことをお断りしておく。
徳用丸では一一○○○年以降、ミジュン（標準和名ミズン）、
タレクチ（カタクチイワシ）、スルル（キビナゴ）アシチン（．
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六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
続
く
。
ミ
ジ
ュ
ン
、
タ
レ
ク
チ
で
全
体
の
約
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
一
一
○
○
○
年以降におけるカツオの餌料は、この二魚種を中心に採捕、使用されていたことがわかる（表４）。
ま
た
年
別
の
使
用
餌
料
を
見
て
み
る
と
、
二
○
○
○
年
時
で
は
タ
レ
ク
チ
が
優
占
し
て
お
り
、
ミ
ジ
ュ
ン
と
ア
シ
チ
ン
は
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
（
表
５
）
。
ア
シ
チ
ン
は
カ
ツ
オ
の
喰
い
付
き
が
悪
く
、
餌
料
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
と
い
う
。
ス
ル
ル
や
そ
の
他
の
魚
種
、
ま
た
複
合
的
な
魚
種
利
用
は
見
ら
れ
る
年
と
見
ら
れ
な
い
年
が
あ
り
、
安
定
的
な
餌
料
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
二
○
一
○
年
に
な
る
と
、
使
用
餌
料
は
ミ
い
た
。
カ
ツ
オ
漁
の
シ
ー
ズ
ン
序
盤
や
終
盤
に
お
い
て
は
、
冷
凍
ス
ル
ル
や
冷
凍
タ
レ
ク
チ
を
用
い
る
時
も
あ
る
。
ま
た
、
二
○
○
六
年
～
二
○
○
八
年
に
か
け
て
、
餌
料
不
足
対
策
の
た
め
量
に、試験的にサバヒーが使われたこともあった。
数料
二
○
○
○
年
～
二
○
一
○
年
に
か
け
て
、
冷
凍
餌
料
お
よ
び
サ
餌用
バ
ヒ
ー
を
除
い
た
使
用
餌
料
総
数
は
八
八
五
七
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
あった。このうち、四六・八パーセントにあたる割
四
一
四
一
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
ミ
ジ
ュ
ン
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
次
に
、
タ
レ
ク
チ
（
二
一
九
七
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
一
一
四
・
八
パ
ー
セ
ント）、ミジュン・タレクチ混合（五六二一一キログラム、
魚種 数愚（k９ 割合（％
ミジュン 41,421
21,975
5.622
８
》
８
Ⅱ
３
Ⅱ
９
６
Ｗ
４
０
四
７
４
２
‐
１
１
●
ｊ
Ｓ
●
‐
●
●
Ｌ
●
●
‐
●
●
‐
●
‐
●
●
６
’
４
６
１
４
３
Ⅱ
１
１
刮
０
０
０
斗
０
Ｏ
４
Ｐ
２
Ⅲ
Ⅲ
．
夕レクチ
ミジュン・タレクチ
アシチン
アシチン・タレクチ
スルル・ミジュン
スルル
スルル・タレクチ
タレクチ・スルル・ミジュン
タレクチ・シラス
アシチン・スルル
タレクチ・シラス・タイクツァー
魚種不明
4,308
3,201
1215
９２１
６３０
３１５
１８０
６９
60
80655 9８
合計 88,572１００
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表５年別餌料使用数 単位：ｋ９
魚種、年２０００２００１２００２２００３２００４２００５２００６２０0８２００９２０１０
２
８
０
０
１
０
０
Ⅱ
０
作
０
５
０
Ⅱ
０
０
６
９
３
４
‐
６
曰
Ⅲ
１
１
３
０
９
２
Ⅱ
い
い
３
Ⅱ
３
９
、
し
４
１
５
６
６
←
０
－
８
０
》
０
》
０
０
０
０
『
０
－
５
９
１
５
『
５
’
６
『
－
２
５
４
Ⅱ
７
－
７
｛
１
Ⅱ
『
－
５
０
．
●
‐
．
．
‐
‐
。
’
５
－
１
１
に
３
－
７
９
Ⅱ
３
’
０
０
０
－
０
０
Ⅱ
０
油
０
（
０
←
８
》
Ⅱ
０
肌
⑪
皿
Ⅱ
肥
１
２
２
Ｌ
４
８
『
０
艸
０
」
０
０
０
》
０
０
『
０
Ⅱ
０
０
」
２
９
７
１
Ｆ
』
１
４
３
－
２
｛
一
『
３
４
３
｛
一
９
－
８
－
０
－
０
Ⅱ
０
－
０
０
Ⅶ
０
‐
０
－
０
千
０
－
０
’
０５
“
一
師
一
一
一
４
５９
５
５
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
９
６
２
Ⅱ
５
８
８
６
１
５
８
２
１
１
１
２
１
３
２
噸Ⅱ鰹一麺唖Ⅱ０００Ⅱ０００－０－０５
－
》
》
７９
３
１
２
４
０
‐
５
０
１
６
１
０
０
０
０
０
５
７
９
３
３
Ⅱ
８
３
５
７
４
１
３
４
６
１
６
０
０
２
１
》
７
９
０
０
９
０
０
－
０
０
刮
０
Ⅲ
㈹
｛
０
艶
５
Ⅱ
ト
弱
（
妬
拓
岼
１
０
６
２
Ⅱ
症
３
ミジュン
タレクチ
ミジュン・タレクチ
アシチン
アシチン・タレクチ
スルル・ミジュン
スルル
スルル・タレクチ
タレクチ・スルル・ミジュン
タレクチ・シラス
アシチン・スルル
タレクチ・シラス・タイクツァー
魚種不明
１
非
５
８
‐
０
Ⅲ
５
０
’
０
（
０
０
０
１
０
仁
０
７
汀
５
５
‐
４
３
斗
派
４
４
５
‐
２
７
０
ｐ
‐
３
４
Ⅱ
870
6.6545.9731204986,9819,2107,1708,3946,777合計 10.3297.074
ジ
ュ
ン
と
タ
レ
ク
チ
焔峨１Ｍ町Ⅲ川１回岡川よ
り
机単㈹１－－－
の
み
と
な
っ
て
し
１
－
９
１
１９ ７
に半
場
ま
っ
て
い
る
。
な
か
燗料討川脳繩川獅卿伽秒“
でもミジュンが優離
（
２
水
脾餌旧『「Ⅱ一”県
占に出現してい珊
７
用
‐
沖 縄
の
卵使繩一・喉・制杼ルーＴ一矛『｜へ例
る。
団船
次に漁場の変化鍬
表
ジ
＋
ル
さ
ン
レ
ネ
ニ
フ
計
ミ
Ⅱ
ス
ア
タ
サ
シ
ウ
合
本
と
同
様
に
一
九
七
○
一
オ
年代と一一○○○年代の使用餌料の変化を見る。沖縄県水却
産試験場二九七九）の報告によれば、一九七○年代に砿る
おける使用餌料種は一一○○○年代に使用されていた魚種洲
一）
に加えてサネラー（タカサゴの稚魚）、ウフミー（テン剛地
ジクダイ）、シーラー（ミナミキビナゴ）が使用されて脚
ｊ
いた（表６）。一」れらの魚種は、現在でも先島方面では鵡
追込網漁によって採捕されている・同資料は、既述の通蠅
り、本部町所属のカシオ漁船より餌料採捕報告を受けた瓢
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に
お
け
る
一
シ
ー
ズ
ン
平
均
の
餌
料
採
捕
量
は
九
一
二
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
算
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
魚
種
ご
と
の
採
捕
量
の
割
合
を
見
て
み
る
と、ミジュン（三○パーセント）、スルル（一一五パーセント）、
ア
シ
チ
ン
ニ
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
タ
レ
ク
チ
（
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
サ
ネラー（九パーセント）、シーラー（五パーセント）、ウフミー
（
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
部
で
は
ミ
ジ
ュ
ン
、
ス
ル
ル
、
タ
レ
ク
チ
、
ア
シ
チ
ン
が
主
要
な
餌
料
種
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
注
目
す
べ
き
は
漁
場
と
魚
種
の
関
係
で
、
サ
ネ
ラ
ー
、
ウ
フ
ミ
ー
、
シ
ー
ラ
ー
は
外
海
に
面
し
た
沿
岸
に
棲
息
す
る
魚
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
の
瀬
や
瀬
底
島
周
辺
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
と
の
関
係
性
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
図
５
に
見
ら
れ
る
漁
場
の
多
く
は
埋
め
立
て
や
橋
の
建
設
、
マ
グ
ロ
養
殖
場
な
ど
の
設
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
漁
法
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
本
部
町
で
は
昼
間
の
迫
込
網
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
二
○
○
○
年
代
に
は
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
餌
料
か
ら
見
る
一
九
七
○
年
代
か
ら
二
○
○
○
年
代
の
変
化
は
使
用
魚
種
の
差
異
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
漁
法
の
変
化
に
起
因
す
る
も
の
で
、
魚
種
そ
の
も
の
の
変
化
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
○
年
代
4000
2000
００００
△▽8000
6000
4000
2000
０
2000年2001年2002年2003年2004年2005年2006年2008年2009年2010年
図７総使用餌料数の推移(k９
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本
稿
で
は
、
徳
用
九
を
め
ぐ
る
環
境
を
、
漁
業
日
誌
を
通
し
て
再
構
成
す
る
と
と
も
に
、
変
化
の
様
子
を
見
て
き
た
。
特
に
、
餌
料
不
足
に
よ
る
休
漁
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
背
景
を
踏
ま
え
、
餌
料
採
捕
の
漁
場
と
餌
料
そ
の
も
のの変化の推移についてまとめた。また、それぞれを、本部町のデータとして唯一残る沖縄県水産試
験
場
（
一
九
七
九
）
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
餌
料
採
捕
を
め
ぐ
る
変
化
の
質
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
’
九
七
○
年
代
か
ら
二
○
○
○
年
代
と
い
う
の
は
、
本
部
半
島
一
帯
に
お
け
る
環
境
改
変
が
起
き
た
時
期
に
あ
た
る
。
そ
れ
は
瀬
底
大
橋
の
建
設
や
マ
グ
ロ
養
殖
場
の
設
置
、
さ
ら
に
は
本
部
町
沿
岸
の
埋
め
立
て
な
置
と
い
っ
た
変
化
に
よ
る
環
境
変
化
と
の
関
係
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
○
年
代
の
シ
ー
ズ
ン
の
平
均
餌
料
採
捕
量
は
九
二
一
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
一
一
○
○
○
年
代
に
お
け
る
変
化
と
の
比
較
を
行
う
。
二
○
○
○
年
に
は
一
○
一
一
一
一
一
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
○
一
○
年
に
は
六
七
七
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
図
７
）
。
こ
の
よ
う
に
、
個
別
の
魚
種
の
増
減
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
餌
料
資
源
そ
の
も
の
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
が
窺
え
る
。
二
○
○
○
年
代
に
入
り
、
東
シ
ナ海におけるイワシ類のレジームシフトが起きているという報告も見られる（水産総合研究センター
三ロヘヘミミミ・坤伊臼坤○ｍ。．］ロへ丙の①房巴・己目百へのご・］・日【）。
Ｖ
，
ま
と
め
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ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
よ
っ
て
、
本
部
半
島
西
部
エ
リ
ア
の
漁
場
群
に
お
け
る
海
洋
環
境
の
変
化
が
起
き
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
餌
料
採
捕
環
境
を
め
ぐ
る
変
化
と
は
、
自
然
環
境
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
二
○
○
○
年
代
に
お
け
る
変
化
と
は
、
自
然
環
境
も
（９）
含めた、社会環境の変化に由来する点が大きい。一一○○○年以前の環境変化を踏まえて、限定された
漁
場
で
の
操
業
、
特
に
本
部
半
島
北
部
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
、
操
業
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
同
エ
リ
ア
を
漁
場
と
す
る
沿
岸
漁
業
者
か
ら
の
反
発
に
よ
り
漁
場
を
め
ぐ
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
顕
在
化
し
、
そ
の
結
果
、
さ
ら
に漁場が規制された。
カ
ツ
オ
漁
に
お
い
て
餌
料
の
獲
得
は
操
業
の
決
定
要
因
と
も
い
え
る
重
要
事
項
で
あ
る
た
め
、
餌
料
を
獲
得
で
き
る
環
境
が
重
要
と
な
る
。
そ
れ
に
は
、
漁
場
が
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
餌
料
採
捕
漁
場
や
魚
種
の
多
様
性
が
必
要
と
な
る
。
一
九
七
○
年
代
の
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
平
均
採
捕
量
は
九
○
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
台
で
あ
り
、
二
○
○
○
年
と
比
較
す
る
と
若
干
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
決
定
的
に
違
う
の
は
操
業
し
て
い
た船団数である。当時は徳用九を含め五船団が操業していた。本部半島および瀬底島という広範な漁
場と餌料は本部町のカツオ漁船団に漁場選択の余地を与えていた。それらを各船団は戦略的に使い分
け
、
カ
ツ
オ
漁
を
展
開
さ
せ
て
い
た
。
存
続
船
団
が
徳
用
丸
の
み
と
な
っ
た
際
に
は
、
操
業
を
支
え
た
本
部
半
島
北
部
エ
リ
ア
は
操
業
可
能
エ
リ
ア
と
し
て
存
続
し
た
も
の
の
、
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
そ
の
漁
場
の
利
用
は
さ
ら
に
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
302
Hosei University Repository
ま
た
、
餌
料
そ
の
も
の
も
、
一
九
七
○
年
代
に
は
、
採
捕
可
能
な
餌
料
魚
種
が
七
種
あ
っ
た
も
の
が
、
二
○
○
○
年
には一一一種、そして一一○’○年にはミジュンとタレクチの一一種となった。さらに、この二種も傾向とし
て
タ
レ
ク
チ
が
減
少
し
、
ミ
ジ
ュ
ン
の
比
率
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
徳
用
九
を
め
ぐ
る
餌
料
採
捕
環
境
は
、
漁
場
の
縮
小
と
餌
料
の
減
少
に
よ
り
、
餌
料
採
捕
の
選
択
性
は
消
失
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
変
化
が
徳
用
丸
の
解
散
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
沖
縄
県
の
カ
ツ
オ
漁
で
は
常
に
餌
料
不
足
が
声
高
に
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
は
現
代
に
お
い
て
も
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
Ｇ
氏
を
は
じ
め
、
本
部
町
の
カ
シ
オ
漁
師
は
口
を
揃
え
て
「
餌
が
な
い
」
と
訴
え
て
き
た
。
そ
れ
は
漁
師
の
感
覚
と
し
て
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
、
彼
ら
の
実
際
の
記
録
を
数
値
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
実
際
に
餌
料
を
め
ぐ
る
環
境
が
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
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（１）カツオ漁研究についての分類については吉村（’’○一三）を参照されたい。
（
２
）
沖
縄
に
お
け
る
カ
シ
オ
漁
は
琉
球
王
朝
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
い
う
カ
ツ
オ
漁
と
は
一
九
○
｜
年
に
沖
縄
県
座
間
味
島
で
始
ま
っ
た
カ
ツ
オ
｜
本
釣
漁
の
こ
と
を
指
す
。
（
３
）
本
部
町
で
は
、
水
産
振
興
協
議
会
を
発
足
ざ
せ
二
○
二
年
よ
り
徳
用
丸
の
後
継
船
団
を
発
足
さ
せ
た
。
（
４
）
本
部
町
に
お
け
る
カ
ツ
オ
漁
の
研
究
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
廣
吉
（
一
九
九
三
）
は
沖
縄
県
の
浮
漁
礁
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
本
部
は
カ
ツ
オ
漁
で
の
利
用
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
宮
内
（
二
○
○
四
）
は
本
部
町
出
身
の
カ
ツ
オ
漁
師
の
戦
争
体
験
記
を
南
洋
群
島
へ
の
出
漁
と
関
連
ざ
せ
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
カ
ツ
オ
漁
の
操
業
方
法
に
関
す
る
研
究
（
吉
村
二
○
○
八
）
や
カ
ツ
オ
釣
獲
と
餌
料
採
捕
の
労
働
量
の
差
異
と
金
銭
分
配
の
平
等
性
に
関
す
る
研
究
（吉村二○○九）などがある。
（
５
）
二
○
一
一
年
の
沖
縄
県
の
入
域
観
光
客
数
は
五
百
四
十
一
万
五
千
五
百
人
、
海
洋
博
記
念
公
園
の
入
園
者
数
は
三百三十九万千二百二十一一一である（沖縄県企画部統計課一一○一二）。
（６）八月に今帰仁村に住み、かって本部町でカツオ漁に従事していた者を一時的に雇入し、操業を行っている。
（７）個人操業を行うカツオ漁業従事者は、冬季にも操業する場合もある。
（
８
）
こ
こ
で
は
、
個
別
の
漁
場
に
つ
い
て
年
ご
と
の
利
用
率
か
ら
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
対
数
近
似
の
近
似
曲
線
を
求
め
た
。
デ
ー
タ
の
性
質
上
、
統
計
学
上
、
信
頼
性
は
高
い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
傾
向
を
見
る
た
め
だ
け
に
、
こ
の
分
グーへグーへ－
註、-－、＝〆■■■■
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伊
是
名
村
史
編
集
委
員
会
編
一
九
八
八
『
伊
是
名
村
史
』
伊
是
名
村
伊
藤
洋
志
一
九
九
九
「
サ
ン
ゴ
礁
海
域
に
お
け
る
漁
携
活
動
と
そ
の
規
定
要
因
ｌ
沖
縄
県
伊
良
部
島
の
事
例
を
も
と
に
」
『
京
都
民
俗
」
一
七
号
五
七
～
七
○
頁
伊
藤
洋
志
一
一
○
○
四
「
カ
ツ
オ
漁
業
を
支
え
る
餌
料
ｌ
沖
縄
県
伊
良
部
島
の
事
例
か
ら
」
「
京
都
民
俗
』
第
一
一
○
・
二
一
号
一
五
九
～
’
六
九
頁
大
宜
味
村
史
編
集
委
員
会
編
一
九
七
九
『
大
宜
味
村
史
』
大
宜
味
村
沖縄県企画部統計課一一○一一一『第五四回沖縄県統計年鑑平成二一一一年版』沖縄県統計協会
沖縄県水産試験場一九七九「沖縄県におけるカツオ餌料の餌場について」「沖縄水試資料』四○号
沖
縄
県
水
産
試
験
場
一
九
八
六
「
沖
縄
県
の
漁
具
漁
法
』
（
財
）
沖
縄
県
漁
業
振
興
基
金
沖
縄
県
編
一
九
七
四
『
沖
縄
県
史
第
二
二
巻
各
論
編
一
○
民
俗
一
』
沖
縄
県
兼
島
秀
光
一
九
九
五
『
キ
ラ
マ
ガ
ッ
ー
慶
良
間
の
鰹
一
本
釣
り
」
ポ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
折を行った。
（
９
）
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
と
推
察
さ
れ
る
要
因
も
、
大
き
な
意
味
で
は
社
会
変
化
に
由
来
す
る
自
然
環
境
の
変
化
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
［参考文献］
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川
島
秀
一
二
○
○
五
「
カ
ツ
オ
漁
」
法
政
大
学
出
版
局
河
原
典
史
二
○
○
一
「
漁
業
を
め
ぐ
る
空
間
利
用
ｌ
漁
民
の
ま
な
ざ
し
か
ら
ｌ
」
吉
越
昭
久
編
『
人
間
活
動
と
環
境
変
化
』
一一一一五～二二九頁古今書院
古
谷
野
洋
子
二
○
二
「
八
重
山
の
カ
ツ
オ
漁
を
巡
る
生
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
波
照
間
島
の
カ
ツ
オ
漁
と
黒
島
の
ザ
コ
捕
り
を
中
心にｌ」「沖縄文化研究』一一一七号一六七～二一一一一頁
座
間
味
村
史
編
集
委
員
会
編
一
九
八
九
「
座
間
味
村
史
上
巻
』
座
間
味
村
篠
原
徹
一
九
九
五
『
海
と
山
の
民
俗
自
然
誌
』
吉
川
弘
文
館
林
圭
史
二
○
一
一
「
大
正
期
の
鹿
児
島
県
に
お
け
る
カ
ツ
オ
漁
業
の
操
業
実
態
ｌ
］
①
巴
年
代
の
日
記
の
内
容
分
析
を
も
と
に
ｌ
」
『
地
域
漁
業
研
究
』
五
一
巻
二
号
四
五
～
六
八
頁
廣吉勝治一九九一一一「パャオ（浮魚礁）漁業ｌ沖縄県の事例」『漁業経済研究』’一一七巻四号六三～八四頁
増
崎
勝
敏
二
○
｜
「
近
海
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
船
乗
組
員
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
ｌ
静
岡
船
へ
の
乗
り
組
み
を
行
う
高
知
県
漁
業
者
の
事
例
か
ら
Ｉ
」
『
地
域
漁
業
研
究
』
五
二
巻
一
一
号
三
九
～
六
四
頁
三
田
牧
二
○
○
四
「
糸
満
漁
師
、
海
を
読
む
ｌ
生
活
の
文
脈
に
お
け
る
『
人
び
と
の
知
識
』
Ｉ
」
『
民
族
学
研
究
』
六
八
巻
四
号
四
六
五
～
四
八
六
頁
宮
内
泰
介
二
○
○
四
「
カ
ツ
オ
の
海
で
戦
が
あ
っ
た
」
藤
林
泰
・
宮
内
泰
介
編
『
カ
ツ
オ
と
か
つ
お
節
の
同
時
代
史
」
一
四
○
～
’
五
七
頁
コ
モ
ン
ズ
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諸
見
清
吉
編
一
九
八
一
「
伊
平
屋
村
史
」
伊
平
屋
村
史
発
行
委
員
会
本
部
か
つ
お
振
興
対
策
協
議
会
二
○
○
五
「
本
部
か
つ
お
漁
業
振
興
計
画
策
定
業
務
報
告
書
』
本
部
町
本部町二○○一一一『本部二○○一一一年町勢要覧』本部町
吉
村
健
司
二
○
○
八
『
地
域
漁
業
の
果
た
す
社
会
的
機
能
館
沖
縄
県
本
部
町
に
お
け
る
カ
ツ
オ
漁
船
団
の
存
続
』
筑
波
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
修
士
論
文
吉村健司二○○九「沖縄県本部町におけるカツオ一本釣漁船団の存続ｌユイマールとの比較からｌ」「生態人
類学会ニュースレター』一四号一一一○～’一一二頁
吉
村
健
司
二
○
’
三
「
伝
統
漁
業
の
再
産
業
化
と
地
域
社
会
の
変
容
に
関
す
る
予
備
的
考
察
Ｉ
与
那
国
島
に
お
け
る
カ
ツ
オ
漁
を
事
例
に
ｌ
」
『
地
域
漁
業
研
究
』
五
三
巻
一
・
｜
｜
号
一
○
九
～
’
二
七
頁
若
林
良
和
二
○
○
○
「
水
産
社
会
論
ｌ
カ
シ
オ
漁
業
研
究
に
よ
る
「
水
産
社
会
学
」
の
確
立
を
目
指
し
て
ｌ
』
御
茶
ノ
水
書
房
水産総合研究センター亘日へヘミミ冨冨口辱ｐ、。」亘房の屏里・己目丙貿のご巳・日【（一一○一一一一年一一一月十日閲覧）
307沖縄本島北部地域における近海カツオ一本釣漁船団の退船過程
Hosei University Repository
